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要 旨 

広徳中学校には、今現在、自閉・情緒特別支援学級がない。 

一方、同じ校区内にある広徳小学校には、同支援学級がある。 

現在、広徳小学校にて自閉・情緒特別支援学級に通っている児童は、 

校区外にある志徳中学校に行かざるを得ない状況にある。 

 先日、広徳中学校に話を聞きに行った際、現状では支援は何も受けら 

れないと厳しく言われ、同じく話を聞きに行った保護者を含め、子供た 

ちは大きな不安を持った。 

受けられるはずの支援をなぜ受けることができないのか。支援学級に 

通える子と差が出てしまうのはおかしいのではないか。 

 本来ならば、小学校から同校区内の中学校に上がれるものを、支援を

受けるためには、離れた場所にある中学校に通わなければならないのか。 

 広徳小学校から志徳中学校までは２キロメートル弱あり、自転車で行 

く場合は、車道を通らなければならない。 

 慣れ親しんだ友達と離れ、遠い距離を通学することは、情緒面に不安

を持った児童にとって、またその保護者にとって、大変大きな不安要素

となっている。 

 ついては、広徳中学校に自閉・情緒特別支援学級を新設していただく

ことを切実に望む。 
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